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｢オルドール」による豚蕊桿虫防除試験
菅原兼太郎・古寺雅美

■篝
Ｌ目的

哺享L子豚の下痢症はその原因について未７E不明、点か多く．子隊発育上鐙も大きな障害の一

つとして．多くの養豚家の悩みの種となっていろ。蛍近子隊下鮪碇の大きな原因として豚糞

桿虫の高度寄生が注目されるようになつﾌﾟ莞群馬県の中島輝夫氏によれば。原区坏明の子豚

下痢症及び発荊r不良、大部分は豚ﾖ欝旱虫の高度寄生が原因していろと、ことであ蚤。

本虫の駆除剤としてゲンチアナ・バイオレットの確実な効果が知られているがやや副作用の

強いことが難点となっていろ。

たまたま株式会社川口化学工業から．樹馳された豚翼旱虫卵に対し高度の殺滅効果を持つ薬

剤「オルドール」〔ジニトロ・オルト・クレゾール）I、実用効果テストを依較されたので愈

本剤によ蒟豚糞樽R防除試験を行った。
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２実施時期及び供試豚

昭和３２年８月分娩の８腹を供試し，８月１６日より１０月１３日迄試験を行った。

詳細は次の通りである。
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母隊名 分娩年月日 産次
供譲H原頭数試鹸期間

試験
開始時

終了時
開始
月日

終了月日

東２７－２６
ミツミネヤマ

東２５－１２３
カープリツツ

テルハポールミシマ

１２－２

ニュートンマイデス

インミシマ５－２

ジヤミポールツカヒ

サミシマ１０－２

東２７－３７
ヒストン

東２７－２９
タキチドリ

東３０－３５
トミカゼ

３２８１８

３２８２８

３２８２６

３２８２７

３２８１９

３２８２６

３２８２８

３２８２６

８産

１２

１

２

１

７

８

３

８頭

８

９

１０

８

８

６

７

８頭

６

７

９

７

８

６

７

８１６

８２０

８２２

８２３

８１６

８２１

８２３

８２４

１０３

１０１３

１０１１

１０１２

１ ０１ ４

１０１１

１０１３

１０１１
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2害の一

・て豚糞

]の子豚

I|作用の

４試験成絞

全供試母豚及び子豚の虫,鹸査結果は刑法、通りで．両区の桿虫，麟出状況〔各検遭Bl寺の総

数）は次表の如くなる。

:持つ薬
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子 豚 母 豚

対照区
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一
聖
山
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D･"勺

ｕ四，

別表及び上表によれば母豚はjgitj1中延２４回の検査で検出された桿虫卵丈，試験区１頭２ケ，

対照区２頭２ケであった。

子豚は両区とも生後６日目に鴎と検出されて奉り，１２日目に共に最高となり，以後急減し，

試験区は２６日以後，対照区も４０日以後全く検出されたかつ穐両区、虫卵数を比較して

みziと，各区とも対照区は試験区の２～１０唐近く検出された。

尚下痢子豚につきその発生の都度検査を行ったが，虫9砿特に多くなかった。
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試験区 対照区

生後６日目 ３値 ６傭

１２ ５ ４７

１９ ３ １０

２６ ０ ４

３３ 0 １

４０ ０ ０

４７ ０ ０

試験区 対照区

分娩ﾖP定日２日前 ２個 １個

分力ｳﾄﾞ後１５日目 ０ ０

分娩後４５日目 ０ １
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〔後記〕

nL

終りに糞便検査につき,種々御指導,御便宜を賜った農林省家畜衛生試験場の渡辺博士,上野技

技官及び「オルドール」を提供された川口化学工業株式会社に深く感謝する。
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仔豚

ニュートソデイスン
５－２仔

東２５－１２３
カープリツツ仔

I■Ｊｌ

ＵＩ

生後６Ill1

lg幾゜

饗：

湿り』

母版

反２７－２９

クキチ

東３０－３５
トミカゼ

５１：
３

升千厘日
２ＨｉＷＩ

1J
、１１

扉lil
l）１１t爵E対象は千種顕である：５：厭糞虫9１１．Ｂ：大鵬パヲソチヂウム．Ｏ：豚結節虫卵．Ａ：豚虫卵

２）虫卵出現度合は次の基準によ渦：１００倍で１ケ～ラケ：＋０６～10：＋卜。１１～２０：１+十・２１～３０：＋++卜．,lLl上：（+H菖十

３）（）内は検出虫馴WB[である。
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賦欧区

東２７－２６
ミツミネヤマ仔

東２グー１２３
カープリツプ仔

テルヘポールミツ

で１２－２仔
ニュートソデイスン
ミシマ５－２仔

５ Ｂ ０ Ａ ､Ｓ

ｌ
Ｂ

０ Ａ ６ Ｂ ０ Ａ ５ Ｂ ０ Ａ

対照区

ツヤミポールツカヒサ

ミツ－１０－２仔
頂２７－３７
ヒストン仔

東２７－２９
クキチドリ仔

東 ３０－３５
トミカt2fF

５ Ｂ ０ Ａ

ｌ
ｓ

Ｂ

’
０

Ａ ５ Ｂ ０ Ａ ５ Ｂ ０ Ａ

生後６LI目 －０
￣ ￣ ＋ロ） ＋ｅ） ￣ ＋(1) ￣ ＋(2)

１２ ＋(1) ＋１４） H＋四 ＋(ａ Ⅲ俳画 ＋２） ＋○） ＋(1)

1９ ＋(1) ￣■ ＋(３１ ￣ I＋(功 ＋似） ＋(1)

２６ ￣ ＋(4) ＋側

３３ ＋(2) ＋ｕｌ ＋(1)

４０ ￣ ＋(1) ＋(1)

４７ ＋(1) ＋(1) ＋(1)

試験区

東２７－２６
ミツミネャマ

東２５－１２コ
カープリツツ

テルハポールミシ

～1２－２

ニユートソマイデス
インミンマ５－２

５ ＢＢ ０ Ａ ５ Ｂ ０ Ａ

ハ
ロ

Ｂ ０ Ａ Ｓ Ｂ ０ Ａ

分予定日
２日前

＋(4) ＋ら） ＋(1) ＋(`Ｉ +'十⑪ ＋(Ｚ ＋図１ +､Hも０ ＋(1) ＋(４ ÷1１０１ ･OHUjD ＋(4) ＋(⑱ ＋Ｇ１ ＋５１ ＋⑤）

分後
１５日

Ｈ＋1６ 冊十個. 棹什q２ ＋Ｇ） 朴(、 什(`Ｉ ＋② ＋(1) 枡卜圃 -9Hｅｌｌ ｮH+掴Ｚ 1U-uZ ＋(1)

分後
４５日

什、 ＋(勤 ＋(1１ ＋(⑥ +Ｈ１２ +什UＵ ÷F１ ÷Ｂ） 齢090 ･ｌｌＨｅＤ 十十001 ＋２） ＋14） ＋(1) ＋じ） ＋㈱


